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2 次元 Islng模型の 有限系に於 け る低温 で の 秩序変数 （磁化 M ）の 緩和の 様子 を kinetic

lsmg 模型 を用 い て 調 べ た。図 1 に示 す よ うに ， 高温側で の 緩和 とちが い ，緩和の プ ロ セ ス は
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　 一1・oFig

．1．A 　typica1　time−evolutionefthe 　magnetization 　M ｛t）forLa7 ，K ＝1／T ＝O．S．Here　K
¢

＝1／Tc　su　O．44。

　　 　　　　　　 　　　　　　図 1．
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2 つ の 安 定な状態 の ス イ ッ チ ン グに よ っ て起 きて い る こ とが わ か る 。 こ こ で の 緩和時間 とは 1

っ の 状態 に い る平 均時聞で あ り， 有限系で の 秩序の 安定性 を示す 量 で ある とい え る 。 図 1 の 過

程 で の 時間相 関は 図 2 に示 す よ うに きれ い な指数 関数的な崩壊 を示す 。 こ れ は ス イ ッ チ ン グが

放射線崩壊な ど と同様 ， 指 数的分布 に従 っ て い る

こ とを示 して い る 。

　秩序変数 の 緩和は ， 〔T ＞ 7』（臨界温 度 ）〕で い

わ ゆ る critical 　 slowing 　 down を示 し秩 序出

現 の 前 兆現象 と して興味深 く研究 され て 来て い る

の に対 し， T 〈 71 で は自発的 な秩序出現 （Symme −

try 　 breaklng ）の た め熱力学極 限 （五 ： 系 の 1

次元的大 き さ → 。 。 ）で は緩和 しな くなる 。 しか し

L が有 限の 系 で は対称性 の 破れ は起 りえ ず ， 秩序

変数は有 限の 緩和時間 τ で 必ず緩和 す る 。 こ の τ
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Fig．2．　A 　typical　data　for　the　autocorrelation 　function
くM （o）M 〔t））fer　L　＝　7，K ＝　1／T ＝　0．5．

　　　　　 　 図 2．
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を現象論的 に 評価 しよ う ：自由エ ネル ギ
ー
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，
こ こ で η は 強 さD の 熱的雑音 ， で 与 える 。 こ こ で ε 〈 0 の 場合に m が 1 つ の安 定点か ら他 の

安定点に移 る時間は準安定状態か ら の 緩和 の 場合と同 じ と考え れ ば ，
τ α exp （ノ・ri。／刀 ）： A

は正 の 定数 ， A
 
は ポ テ ン シ ャ ル 障壁 α・丿Vε

2
，

と考え られ る 。 しか る に厳密 な 自由 エ ネ ル ギー

で は 2 つ の 安定な状態 の 問 の 障壁 n は L ε に 比例 し て い 6 こ とがわ か っ て い る
。 そ こ で kinet −

ic　 lsing 模型 の プ ロ セ ス が厳密 な 自由エ ネル ギ
ー

＋ 〔3｝の プ ロ セ ス で 近似で きる とすれば τ （＝

exp （Ad／D ），　 d 〔r εL とな る と予想 で きる 。 しか し critical 　 slowing 　 down の 際の 緩和時

間 の 発散の 指 数 な どの 場合 に指摘 されて い る よ うに ， 臨界現象に 伴 な う現象 に は動的特有 の 性

質があ り，た とえ厳密 な 自由エ ネル ギ
ー

の 情報 を用 い て も動的 なプ ロ セ ス は （11＋   の 形 で 近

似 され な い 場合 が あ る こ とが知 られ て い る。そ こ で 低温 で の 磁化 の 時間相関の 緩和時間 τ ：

　　　＜ M （0）M （t）＞ cc　e
−t！τ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛3〕・

の サ イ ズ お よび温度依存性 を モ ン テ カ ル ロ 法 を用 い て 調 べ
，

τ を
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の 形 に仮定 して解析 した （図 3 ）。 こ こ で 動的指数 ・ は 2．2 と した 。 特に指数部 を調 べ る た め
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　　　　　　　　　　　　　　　　 図 3．
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に τL 　
”z

をプ ロ ッ トす る と図 4 の よ うに な り
Ad＝ 1 を示 唆 し て い る 。 また傾 き の 温度依存性

　 　 　 　 　 　 　 　 1
　　 　　 　　 　 　　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fig，4．　The　sizeadependence 　of　TLa （z
＝22 ，see　the　text｝．

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 図 4，

（図 5 ）よ り少＝ 1 が結論 され る 。 こ の よ うに 低温

で の τ は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 O．5

　　　 τ ec　Lzexp （a ε L ）　　　　　　　　　　　〔5）

の 形 とな り， 低温 で の 秩序の 安定性 は 静的 な情報
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 rc　O．｛6　　　　　0．5

＋   の 形 の ダイ ナ ミ ッ ク ス の 形 の 近似 で 定性的に 　 　 Fig・5・　Th ・ t・mp … t・面 ・p。・d ・・ c ・ ・f　th・ ゆ ・・血 塊 ・4・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 The　slopeo （K）colresponds 　tD　the　facto∫blε 1

り
孟n　eq．（7）

正 し い 結果 を与え て い る こ とがわ か っ た 。こ の（5）　
  th ° 蜘 ）’

の 障壁 α εL は lnterfacial　 tension と呼 ば れ　　　　　　　　 図 5・

る もの と同 じ形で あ り Domain 　 wall に よ る 障壁 が秩序崩壊の 主 た る 要因で あ る と い うこ と が

で きる だ ろ う 。
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　こ の 研 究会 で は 最近我 々 の グル
ープ で研 究 して い る Topological　 defects （界面 ， キ ン ク ，

渦系等 ）の 動的理 論に つ い て 話 を した 。 TDGL 等 の 非線形散逸系 の長時間振舞 を考え る時 ， こ
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